
昨
年
６
月
に
金
沢
敦
賀
間
が

決
定
。

白
山
駅
（
仮
）
か
ら
福
井
駅
ま

で
の
想
定
所
要
時
間
は
、
現
在

の
特
急
列
車
利
用
よ
り
約
17
分

速
く
な
り
、
高
速
道
路
利
用
の

場
合
と
比
べ
る
と
三
分
の
一
程

度
の
時
間
で
す
。

白
山
駅
か
ら
富
山
駅
ま
で
の

想
定
所
要
時
間
は
、
現
在
の
特

急
列
車
利
用
の
約
半
分
、
高
速

道
路
利
用
の
場
合
と
比
べ
る
と

三
分
の
一
程
度
の
時
間
で
す
。

東
京
ま
で
の
想
定
料
金
は
片
道

約
一
万
三
千
円
。

白
山
駅
（
笠
間
）
に
停
車
し

て
も
到
着
時
間
は
数
分
の
差
で

す
。

現
在
、
運
行
さ
れ
て
い
る
北
陸

新
幹
線
の
高
崎
ー
長
野
間
を
参

照
し
て
み
る
と
、
高
崎
ー
軽
井

沢
間
で
安
中
榛
名
駅
に
停
車
し

た
場
合
と
停
車
し
な
い
場
合
の

差
は
約
4
分
。
大
き
な
差
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

逆
に
白
山
駅
が
な
い
と
、
こ

の
地
域
の
皆
さ
ん
の
移
動
時
間

は
20
分
程
度
長
く
な
り
ま
す
。

主
要
駅
の
み
に
停
車
す
る
速
達

タ
イ
プ
の
新
幹
線
で
も
、
あ
る

地
点
以
降
は
各
駅
に
停
車
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

東
北
新
幹
線
仙
台
ー
盛
岡
間
の

場
合
で
は
、
速
達
タ
イ
プ
の
約

半
分
が
途
中
の
「
一
ノ
関
駅
」

や
「
水
沢
江
刺

駅
」
に
も
停
車

し
て
お
り
、
こ

の
二
つ
の
駅
の

新
幹
線
の
停
車

割
合
は
約
53
％

で
す
。

半
分
以
上
の
新
幹
線
の
白
山

駅
停
車
が
期
待
で
き
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
に
合
わ

せ
て
新
駅
を
設
置
す
る
場
合
、

駅
舎
の
建
設
は
国
の
事
業
と
し

て
行
う
た
め
、
県
や
地
方
自
治

体
の
負
担
は
少
な
く
て
済
み
ま

す
。
し
か
し
、
新
幹
線
開
業
後

に
建
設
す
る
場
合
は
、
建
設
費

を
地
元
で
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
莫
大
な
財
政
負
担
と

な
り
ま
す
。
開
業
前
の
現
段
階

で
国
の
認
可
が
重
要
な
の
で
す
。

開
業
前
の
建
設
が
地
元
負
担
を

軽
く
し
ま
す
。

県
内
髄
一
の
人
口
増
加
地
域
、

製
造
業
は
出
荷
も
、
地
域
学
生

数
も
県
の
三
分
の
一
を
占
め
て

い
ま
す
。

建
設
は
誰
が
何
と
言
お
う
と
、

今
で
し
ょ
う
！
。

全
国
で
税
理
士
登
録
の
数
は
平

成
２
５
年
度
末
で
、
公
認
会
計

士
８
千
４
百
人
を
含
め
７
４
千

５
百
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
内

女
性
は
１
万
３
百
人
で
す
。

北
陸
三
県
は
、
１
千
３
百
人

（
富
山
４
４
７
名
、
石
川
５
７

１
名
、
福
井
３
３
２
名
）
で
す
。

女
性
比
率
は
９
％
、
東
北
・
南

九
州
と
率
で
同
水
準
。

ち
な
み
に
東
京
は
21
％
で
す
。

全
国
平
均
は
16
％
で
す
。
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な
ぜ
毎
年
、
夏
場
に
電
力
需
要

が
マ
ス
コ
ミ
で
問
題
に
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
。

電
力
需
要
の
年
間
ピ
ー
ク
は
毎

年
１
月
と
９
月
の
二
回
で
す
が
、

最
大
が
１
月
で
す
。
冬
場
で
す
。

夏
場
は
企
業
向
け
の
電
力

需
要
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
全
国

で
生
産
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

る
為
で
す
。

我
が
国
の
原
発
停
止
の
現
状
で
、

大
停
電
の
危
機
を
防
ぐ
に
は
、

生
産
活
動
の
地
域
分
散
や
、
勤

務
シ
ス
テ
ム
を
誘
導
す
る
な
ど

方
法
が
あ
る
筈
で
す
。
そ
の
よ

う
な
政
策
実
行
を
全
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

国
は
原
発
の
再
稼
働
を
選
択

し
て
い
ま
す
。
ム
ダ
を
廃
す
る

こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
政
府

が
産
業
政
策
の
ミ
ス
を
個
人
の

節
約
、
節
電
に
求
め
る
の
は
、

い
い
か
げ
ん
で
無
責
任
で
す
。

一
般
人
の
幸
せ
と
程
遠
い
も
の

で
す
。

政
府
は
、
国
民
性
を
「
喉
も
と

す
ぎ
れ
ば
暑
さ
忘
れ
る
」
と
完

全
に
踏
ん
で
い
ま
す
。

夏
場
の
電
力
逼
迫
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

マ
ス
コ
ミ
か
ら
毎
年
盛
ん
に
流

布
さ
れ
る
の
は
、
大
企
業
優
先

の
社
会
構
造
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
て
い
ま
す
。

国
民
優
先
の
社
会
構
造
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
消
費
税
収
の
25
％
、
毎

年
２
・
５
兆
円
を
超
え
る
国
税

が
、
輸
出
大
企
業
に
還
元
す
る

制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

10
％
消
費
増
税
で
は
還
付
金
が
、

３
兆
円
を
超
え
る
補
助
金
で
す
。


